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Ｓ字波の連鎖
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Ｓ字波の分解と重畳
社会変化のフラクタル構造
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例：パソコン世帯普及率

2005年内閣府・総務省調査
http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/6200.html7



例：インターネット世帯利用率

2005年内閣府・総務省調査
http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/6200.html8



例：世界人口のデータと予測

Korotayev et.al 06
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例：西欧中世のマルサスの罠
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例：罠からの脱却
西欧型近代Ｓ字波の始まり
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例：近代的経済成長＝産業化

出所：パーンスタイン06
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例：西欧化日本の
90年Ｓ字波と60年長波

19451885 2005

2035197519151855

軍事化 産業化 情報化

革命・内戦

敗戦 経済破綻明治憲法
昭和憲法

平成憲法？

1880年代体制 2000年代体制1940年代体制

日本の
現在位置
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西欧的近代化の三局面仮説

近代化過程
産業化：富のゲーム：競争

情報化：智のゲーム：共働

軍事化：威のゲーム：闘争

195017501550
突　破 成　熟出　現

●

●

●

×

×

×

2150

知（説得）力：情報智業

経済（取引）力：産業企業

軍事（脅迫）力：主権国家

現在

近代化＝

エンパワー
メント

&

アクティビ
ズム
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19501450950

初期イエ社会

近代化

地球社会

後期イエ社会

成　熟突　破出　現

現在

初期イエ社会：鎌倉で突破、室町で成熟
後期イエ社会：徳川で突破、欧化で成熟
(維新や敗戦を文明断絶とみるは疑問)
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社会を観る二つの視点
｢文明」と｢文化」

� 文明：ヒトの集団がつむぎ出す

生活維持システム：意識的に運用

� 文化：文明を解釈・構築・運用するために

｢脳」が集合的にもっている原理：

無意識的に伝達・運用(世界観・価値観)
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文明と文化の分類手がかり

� 文明：三段階区分

� 物的技術：採集・狩猟→農耕・牧畜→軍・産・情

� 心的技術：呪術→宗教→「智識」

� 文化：二分法

� 未来・発展志向～過去・存続志向

� 対立・支配志向～調和・棲み分け志向
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文明進化の三公準

� 未来指向型の文明と過去指向型の文明は
互いに交代する

� 未来指向型の文化をもつ文明は
物的技術の突破に成功する

� 過去指向型の文化をもつ文明は
心的技術の突破に成功する
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文明の六基本型

� 物的技術突破型

� （始代文明）→古代文明→近代文明

� 心的技術突破型

� 呪術文明→宗教文明→（智識文明）

� 始代→呪術→古代→宗教→近代→智識
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現代の特徴＝近代文明の成熟局面

� 近代文化
� 人間中心的進歩主義

� 手段的能動主義

� 分権的自由主義

� 近代文明制度

� 国民国家

� 産業企業

� 新主体としての情報智業
� NGO-NPO-CSOs
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「近代文化」と「宗教文化」

輝く未来　　　　　　　～　　輝く過去

　　絶えず新しく 模範は過去に

無限の進歩を 復古こそ理想　　

　　　　　

手段が大切　　　　　～　　目的が大切

権力・金・知識　　　　　　　真・善・美・正・義

自由が進歩を生む　～　　規律が秩序を維持
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現代世界の二大文明地域

 Ⅰ：道教（シナ）

 Ⅱ：ヒンドゥー（インド）

 Ⅲ：基督正教（スラブ）

 Ⅳ：イスラム（オリエント）

 Ⅴ：仏教（南アジア）
東南
ア

梅棹 ：｢文明の生態史観」

日本
西欧

スラブ
Ⅲ

オリエント
Ⅳ

インド
Ⅱ

シナ
Ⅰ

乾

燥

地

帯

東欧

ユーラシア大陸

東南ア

第一地域：近代文明
西太平洋
東大西洋
新大陸

第二地域：宗教文明
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近代文明の三つの大枝

� 東大西洋

� 新大陸

� 西太平洋

西太平洋分肢

新大陸分肢

東大西洋分肢

近代文明の伝播と成熟：中南米へ、ユーラシアへ

取り残されるアフリカ
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宗教文明の典型的言説

� 西欧近代文明の生み出した文物のもとは
すべて中国にあった

「近年ヨーロッパで盛行の新文化と
話題の無政府主義と共産主義は、
すべて我々中国に何千年も前からあっ
た旧物である。」 孫文

古田[03:68]
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近代文明の典型的言説

知識や技術なら時代とともに蓄積していき
ます。私はニュートンの解けなかった数学
の問題を、鼻をほじくりながらあっという間
に解いてしまいます。これはもちろん、私の
方が頭が良いからじゃありません。私が数
学的知識でニュートンを圧倒しているから
です。

藤原正彦『国家の品格』、154ページ
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現状認識：主要三文明の並存と継起

宗教文明

プレモダン

近代文明

モダン

智識文明

ポストモダン

時間

現在

［出現］［成熟］［衰退］

近代文明受容

文明の衝突・
先祖返り

World is flat!!文明の「衝突」か「伝播」か？
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Ｓ字波複合による狭義の
近代化の三局面仮説

近代化
産業化：経済（取引）力

情報化：知（説得）力

軍事化：軍事（脅迫）力

195017501550
突 破 成 熟出 現

産業化：経済（取引）力

情報化：知（説得）力

195017501550
突 破 成 熟出 現

現在(ララストモダンへ)
ポストモ
ダンへも

○近代化

①軍事化

②産業化

③情報化
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主要キーワード

� 戦争→平和、競争→繁栄、共働→共愉

� 脅迫・強制、取引・搾取、説得・誘導

� (国家・国民)主権、(市民・国家)所有権、
(智民)情報権

� 主権国家、産業企業、情報智業

� 国民、市民、智民

� 国際社会、世界市場、地球智場

� 威のゲーム、富のゲーム、智のゲーム

� 国際化(G1.0)、世界化(G2.0)、地球化(G3.0)
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国家化の小局面

175016501550 1850

絶対制

国家化

立憲制

1950 2000
MaturationBreak-

through
Emergenc
e

援助主義

開発主義**

*超国家へ
**新開発主義

民主制*
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定着・変質に向かう
西欧的軍国家の5局面

� 1550-1700：出現：絶対王政
� 1650-1800：突破：立憲君主政
� 1750-1900：成熟：民主共和政
→これが世界標準になる

� 1850-2000：定着前期：開発主義
� 米・独・日→ソ連・独・日→四小龍・中・印

� 1950-2100：定着後期：共発／援助主義
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産業化の小局面

195018501750 2050

第一次：生産

産業化

第三次：生活

第二次：消費

成　熟突　破出　現

現在
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190018001750
突　破 成　熟出　現

第一次産業革命の三局面

蒸気機関と製鉄

綿工業

鉄道・海運業

第一次産業革命

1850
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200019001850
突　破 成　熟出　現

第二次産業革命の三局面

重化学工業：軍事利用
電力・石油・プラスティック
（ノーベル、クルップ）

消費者用機械：乗用車、家電**
（フォード、スローン）

サービスの大衆化：医療、教育、
娯楽、流通（ディズニー）*

第二次産業革命

1950

*郊外化

**ケータイ
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第三次産業革命の三局面

コンピューター産業：軍事・ビジネス利用
インターネットとＢNＣ産業
(マイクロソフト、グーグル)

210020001950

個人用工作機械(FAB)?

第三次産業革命

2050
成　熟突　破出　現

新サービス(ロボット)産業
ケア産業？

第三次産業革
命の現在
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第三次産業革命出現局面の三小局面

202519751950 2000

サーバー／クライエントと
有線インターネット：通信

メーンフレームと　　　
ダム端末のＴＳＳ：演算

出現の出現
出現の突破

出現の成熟

コンピューター産業

ユビキタス・デバイスと　　　　
光／無線インターネット：可視
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情報化の小局面
産業化等との類推で

215020501950 2250

第一次：手段

情報化

第三次：統合？

第二次：目標？

成　熟突　破出　現

現在
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第一次情報革命の三局面

210020001950

第一次情報革命

2050

情報権の制度化

智のゲームの本格展開：関
心集団＝智業

智民・智業の台頭と智民革命？

出現 突破 成熟

現在
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第一次情報革命出現局面の三小局面

202519751950 2000

智民／智業の政治化と智民革命？

新組織化：NPO-NGO→智業／智民

初期智民＝テクノクラート対ハッカー→
ギークス／キッズ→ネティズン

出現の出現
出現の突破

出現の成熟

第一次情報革命出現局面
現在
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情報権の三つの柱と権利間調整

� 情報自律権・セキュリティ権

� 情報帰属権・プライオリティ権

� 自己情報管理権・プライバシー権

� 三つの柱の間の調整の必要

� 主権・財産権（とりわけ知財権）との調整の
必要と
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現代をみる複眼的視点：文明内競争

� 国家化：超国家化(ポスト威のゲーム)、
新開発主義、共発主義

� 産業化：
� 郊外化：第二次産業革命の成熟の成熟

� ケータイ(究極の家・個電)：第二次産業革命の突破の定着
� ユビキタス化：第三次産業革命の出現の成熟

� 新主導産業：第三次産業革命の突破の出現
� それはどんな産業か? どこでだれがそれを主導するのか?

� 情報化：共働、評判ゲーム、ネット政治
� CGM,UGC、ウェブ2．0、オープン化→通識と智本
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現代世界の四つの基本問題

現代世界は文明内競争へ

①国家化はポスト威のゲームへ

①開発主義第二波と共発主義第一波

②産業化は第三次産業革命の突破へ

③情報化は第一次情報革命の突破へ
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情報化の近未来

� 第一次情報革命の「突破」：智民革命?
� 「智民」の台頭から「智業」による智のゲームへ

� 巨大な「通識ベース」と「ウェブ・サービス」の構築
が中核となる

� 独占化(グーグル)と共働(オープン化)の共存
� E2Eから、エッジの一部の異常肥大へ

� 「パイプ」対「データ(通識)」の競争
� パイプ→知財 か、 データ→パイプ か?
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「2000年代体制」のもとで
新たな長期上昇に向う日本

19451885 2005

2035197519151855

軍
国
化

産
業
化

情
報
化

革命・内戦

明治憲法
昭和憲法

平成憲法？

1880年代体制 2000年代体制1940年代体制

日本の
現在位置

不動産
バブル

失われ
た15年

15年戦争

モボモガ
バブル

攘夷
バブル

黒船 排日 資源危機

不況突入内戦突入 不況突入

挑戦

対応
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真のイシューと虚のイシュー

� 戦後民主主義の堅持か「ふつうの国」か

� 戦後民主主義の二面性
� 半国家と共働国家

� 戦後社会主義の堅持か｢グローバリゼーション」・
「構造改革」か

� 戦後社会主義の二面性
� 開発主義と福祉国家

� 真の中心的イシューは情報化に対してとる態度

� 著作権、連邦国家、共働主義．．．

45



拡大近代化論（梅棹文明史観の拡張）

� 「西欧的近代化」は、広義の近代化の｢突破」局
面にあたる

� 出現：１０世紀～：封建化：国家化
� 恐らく地域的・精神的自立化の試みはグローバルに発生

� 突破：１５世紀～：資本主義化：産業化
� ヨーロッパが他を淘汰、日本は辛うじて発展を継続

� 成熟：２０世紀～：情報化：和と共働

� 日欧は邂逅しつつ並行的に近代化した

� 第一次邂逅：１６世紀：二つのＧ→棄却

� 第二次邂逅：１９世紀：二つのＩ→棄却

� 第三次邂逅?：21世紀：コエミュレーション
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近代社会の基層文化の相違

� 調和・共存型（「和をなす文明」へ）

� 適応型：日本

� 維持型：アフリカ、南仏、インド、南中国？

� 対立・支配型（「敵を作る文明」へ）

� 制御型：西欧

� 専制型：スラブ、イスラム、北中国？
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日欧の並行的近代化

時　間

指
　
標

出現 成熟突破 定着～衰退

10-15c 21c19-20c16-18c

西欧封建制

日本原イエ社会

西欧近代社会

日本大イエ社会

産業化

西欧化

情報化

第一次邂逅
G&G

コエミュレーション

第二次邂逅
I & I

独立に出現
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日本の広義の近代化過程

� 出現局面は１０-１５世紀：東国武士団の初期原イエ→「関東御分国」

� 突破局面は１６-１９世紀：中部の後期原イエ→領国→徳川連合国家

� 農民の武士化：惣村から領国への「下克上」：地域国家化

� 地域的主権国家(領国)の連合国家：天下布武、勤勉・能力主義革命

� 突破局面は１９-２０世紀：西欧化へ

� 開発主義的西欧化に驀進：主権国家化と産業化

� 成熟局面は２１世紀：グローバル化、情報化へ

� 再び地域が中核に：地域情報化→ネット化→日本連邦？

� 日本的文化要素の優位：共働・調和の重視、環境との共生

� 東西近代文明の「融合」とポストモダン文明の準備
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過去への延長：社会変化のＳ字波

� １４９５－１５２５－１５５５－１５８５：戦国時代の始まり

� １５５５－１５８５－１６１５－１６４５：天下統一（信長・家康）

� １６１５－１６４５－１６７５－１７０５：統治機構確立（家綱＋一門）

� １６７５－１７０５－１７３５ －１７６５ ：農業（吉宗）：｢勤勉革命」

� １７３５－１７６５－１７９５ －１８２５ ：商業（田沼）

� １７９５－１８２５－１８５５ －１８８５ ：攘夷、初期産業化

� １８５５－１８８５－１９１５ －１９４５ ：国家化

� １９１５－１９４５－１９７５ －２００５ ：産業化

� １９７５－２００５－２０３５ －２０６５ ：情報化
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中国の未来：五つのモデル

� 現実性に乏しいもの：

� ヨーロッパ・モデルに接近：自由と民主

� 没落と易性革命モデル：伝統への回帰

� 受け入れがたいもの：

� 20世紀前半の世界戦争モデルの再演
� 20世紀後半の冷戦モデルの再演

� 新（智識）文明国家モデル？
＝中国的グローバリゼーション
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新たな可能性：共存・共栄・共愉

� 産業化：新成長機会
� 新デジタル財/貨幣/世界

� new digital itemsのRMT
� “Second Life”　に企業や大学や大使館が

� 新型機械：万能機械、個人用工作機械：共発の手段

� 情報化：新しい価値(共愉)と相互行為(共働)
� オープンソース（情報の開示と通有）と共働（相互監視も）
� 新インフラとプラットフォーム

� 情報通信の「フリーウェー」：ポストインターネット
� 通識 の智本 化：共通デジタル・フォーマットと辞書

� 智のゲーム Wisdom Game の普及
デジタル知としての通識・智本
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２１世紀地球社会の基本課題
（１）：近代化支援

� 国家・超国家的機関の役割は大

� 共発援助：産業化の推進とデジタル・デバイド
解消

� 智のゲームのための新ルール：情報権関連の

� 企業による支援も重要

� 情報化のための基本インフラ

� 情報化のための各種のプラットフォーム

� 知識ベースと収入機会
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21世紀地球社会の基本課題
（２）：暴発の抑制

� 核拡散とテロリズム対策

� 環境・資源保全

� 物的環境：温暖化と人口爆発

� 心的環境：精神衛生

� 健康面：近代の三つの病気

� 国家化局面：伝染病（ペスト、赤痢、天然痘．．）

� 産業化局面：ストレス病（胃潰瘍、心身症等）

� 情報化局面：精神病
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21世紀地球社会の基本課題
（３）：中庸・バランスの維持

� 監視と自己情報保護の間

� 通識化と知財権保護の間

� 集中（グーグルゾン）と分散（Ｐ２Ｐ）の間

� 規制と競争の間
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